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1990年 1月 1日から､量子化ホール抵抗が抵抗標準 として使用されている｡しかし､国




その結果 ､Rxを0.1ppmレベルの精度 で定数 とみ なすのには疑問があることが判 っ
た｡l･2)
2)強磁場下の2次元系の局在
Si-NOS試料の o xxと o xyの温度依存性を 15Tの磁場で測定し､これ らの間には相関関係
があること.その関係はランダウ準位指数に依存 し∴ユニヴァーサルではないことが判 っ
た｡ 3)
Si-NOS試料の o xyの電子濃度微分の温度依存性を､15Tの磁場で1.5Kか ら 0.35Eの温
度4)､および 25Tの磁場で0.8Xから 0.05Kの温度で測定 し5)､温度依存のべきがランダウ
準位指数に依存することを確かめた｡
1)N.Nagashima.S.Kayaji,J.Yakabayashi.X.Yoshihiro,J.Kinoshita.K.Inagakiand
C.Yamanouchi:unpublished.
2)N.Nagashima,S.Kayaji.AI.Date,J.Wakabayashi,K.Yoshihiro,J.Kinoshita,
K.ⅠnagakiandC.Yamanouchi:submittedtoCPEN'90.p
3)M_Yamane,J･YakabayashiandS･Kayaji:J･Phys･Soc.Jpn.壁 (1989)1899.
4)J.Yakabayashi.N･YamaneandSKayaji:J･Phys･Soc･Jpn.壁 (1989)1903.
5)J.Yakabayashi.A.Fukano,S.Xayaji,Y.KoikeandT.Fukase:present占dat
EP2Ds -8.Grenoble.September1989.
-37-
